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お 客 様 各 位

　

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 37,34 37,42 +0,08 41,08 -3,66

USD / BRL Spot BRL 3,2010 3,1831 -0,0179 2,9059 +0,2772

USD / JPY Spot JPY 119,49 119,19 -0,30 119,41 -0,22

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 51.858 50.580 -1.278 51.761 -1.181

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 286,4 287,1 +0,7 248,4 +38,7

Brazil 10yrs Gov. Bond % 13,10 13,16 +0,06 12,67 +0,49

DI Future Apr16（金利先物） % 13,56 13,59 +0,03 13,15 +0,44

3 Months US Dollar Libor % 0,269 0,269 +0,000 0,262 +0,007

CRB Index（国際商品指数） Index 217,2 219,5 +2,3 221,0 -1,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2015年3月27日

Indicator Unit 3月25日

2015年3月27日

3月26日 2月26日

Sumitomo Mitsui Banking Corporation Brazil    DAILY MARKET REPORT

2,00

2,20

2,40

2,60

2,80

3,00

3,20

3,40

ドルレアルスポットチャート

36

38

40

42

44

46

48

レアル円スポットチャート

Treasury Department

昨日のドルレアルスポット相場は、２月失業率が５．９％と市場予想対比悪化したことで一時３．２２台前半

までレアル安が進行。また、サウジアラビア率いる１０ヶ国連合がイエメンでイスラム教シーア派武装組織の

拠点を空爆したことで地政学リスクが台頭。マーケットのリスクセンチメント悪化を受けてボベスパ株式指数

は前日比２．５％安まで急落した。中銀は公表した最新の四半期インフレ報告内において、政府目標上限

を上回って推移するインフレ率を抑制するため、引き続き利上げを継続する方針を示唆。報告書によると、

１５年の物価上昇率見通しは７．９％と、前回１２月の６．１％を上回ると共に、２００３年以降で初めて目標

上限である６．５％を超過することを認めた（一方で、２０１６年に関しては５．０％から４．９％へ引き下げた）。

２０１５年の成長率見通しは０．５％減と、今週の週次レポート内で示された０．８３％減に近づいている。２月

ＩＰＣＡは前年比７．７０％と、電力や燃料価格の引き上げにより１０年ぶりとなる高い水準まで上昇したが、

中銀は、「マイナス成長と世界的な商品価格の下落、財政緊縮策や金利の引き上げを通じて、２０１６年の

物価上昇率を急速に鈍化させることが可能」との見解を示した。

中銀は引き続き「２０１６年にかけてインフレ率を政府目標へ抑制させる」とのスタンスを維持しているものの、

足許の数字は目標から大きく乖離しており、１６年に目標を達成することは困難と推測される。そのため、

市場参加者の多くは少なくとも後１回は追加利上げを行うと予想している（５０ｂｐの可能性が高い）。


